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はじめに

　伊勢湾は本州中央部の太平洋岸に位置し，平
均水深19.5 m，湾中央の最深部は約35 m，面
積は約1,738 ㎢の半閉鎖的な湾である．湾奥に
は日本有数の大河川である木曽三川が流入し，
また外海（太平洋）とは主に伊良湖水道（幅
1850 m，水深73 m）を通して結ばれ，湾内の
海水は主にこの水道を通じて外海水と交換され
ており，これら２つの要因が伊勢湾の海況に大
きな影響を与えている１，２）．伊勢湾はハマグリ，
アサリ，ヤマトシジミ，バカガイなどに代表さ
れる底生動物の水産物の好漁場として知られ，
国内でトップクラスの産額を誇っていた．これ
らの漁業は主にじょれんや小型機船底びき網に
よって行われているが，近年漁獲量が非常に減
少している３，４）．
　伊勢湾潮下帯における底生動物の調査は，水

産有用種については三重県水産研究所を中心に
行なわれているが３，４），水産有用種以外を含め
た基本的な底生動物相の研究は1970年代の北森
ら５），松本６），1980年代の佐波ら７，９），短尾類
分布調査研究会８），冨山10），1993年から2002年
にかけて勢水丸で行ったGanmaneeら11）の調査
の他はほとんど報告されていない．また，これ
までの底生動物相調査の対象はマクロベントス
あるいはメガベントスであり，メイオベントス
については2007年の勢水丸航海により有孔虫相
を明らかにした横井らの研究だけである12）．一
方，水質汚濁や貧酸素水塊などの影響により内
湾潮下帯のベントスの中には非常に減少してい
る種がいると考えられるが，現状の国や県の
レッドデータブックでは干潟や汽水域の底生動
物を対象としていることがほとんどであり，潮
下帯の実態解明は急務である．2023年に公表さ
れた鳥羽市の海のレッドデータブックでは，鳥
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羽沖の伊勢湾潮下帯における絶滅が危惧される
ベントスが多数報告されている13）．
　2017年から2019年まで熊野灘および紀伊半島
西側の田辺湾沖の深海底生動物相の解明を目的
とした三重大学練習船勢水丸の研究航海が実施
されていた（航海代表者：木村妙子）14－16）．本
調査はこれらの調査に引き続き，2022年に熊野
灘沖の深海底生動物調査を目的とした研究航海
が計画された．しかし，悪天候のため予定を変
更し，伊勢湾南部潮下帯の底生動物相を明らか
にすることを目的として，15定点で調査をド
レッジおよびベントスネット調査を行った．今
回の研究航海には，三重大学，名古屋大学，産
業総合技術研究所，東京大学，山口大学，琉球
大学に所属する幅広い動物門の系統分類学や生
態学の研究者８名が参加した．本稿では，現時
点で明らかになっている底生動物相を報告する
とともに，各動物群に関するトピックをまとめ
た．

試料と方法

　2022年11月29日から12月２日までの４日間に
実施したNo. 2236研究航海において，伊勢湾南
部の水深18 mから37 mの15定点で底生動物調
査を行った（表１，図１）．これらのうち，St. 
１B，２B，３B，９B，10B，13B，14B，15Bの
８定点においては，幅2.0 m，網長4.5 m（網口
から袋網まで），目合27 ㎜のベントスネット，
St. ４D，５D，６D，７D，８D，11D，12Dの７
地点においては，幅1.4 m，網長５ m，目合５
㎜のドレッジを曳網距離185 mから926 mの範
囲で曳網した．なお，ベントスネットの網の内
側には，小型ベントスの採集を目的として目
合0.45 ㎜のプランクトンネット（内ネット）を
２個取り付けた．採集された試料を目合0.5 ㎜，
１ ㎜，５ ㎜， 10 ㎜のふるいでふるった後，ふ
るい上に残った試料から目視，あるいは実体顕

微鏡を用いて底生動物を抽出し，同定した．ド
レッジとベントスネット（内ネット含む）で得
られた堆積物の一部を，目合0.030 ㎜から0.063
㎜のネットを用いて，メイオベントスの抽出を
行った．

結果および考察

　本航海の調査を通じて，13動物門が確認され
た（表２）．各定点からは４から10動物門が確
認され，現時点で確認された種類数は12から51
種類だった．半数以上の定点から節足動物，棘
皮動物，環形動物，軟体動物のマクロベントス
が採集された．また，メイオベントスではセン
チュウ類や動吻動物が多くの定点で確認された．
また自由生活性の生物の他に，カニ類に寄生す
る等脚類のエビヤドリムシ類や共生性の刺胞動
物が認められた．各定点の各動物群について現
時点での同定結果を表に示した（表３－表13）．
また代表的な動物群の種の画像を示した（図2 
－図10）．
　Gmanmaneeらは，伊勢湾全域の1993年から
2022年の調査から， 7動物門（刺胞動物門，有
櫛動物門，環形動物門，軟体動物門，節足動物
門，棘皮動物門脊索動物門） 261種を確認して
いる11）．Gmanmaneeらが確認していない動物
門にはメイオベントスで多く出現する動物群が
含まれており，底生動物相の把握にはメイオベ
ントスの調査はかかせないだろう．
　本調査では動物門数や確認種類数は湾口に
近く，かつ水深20 m前後のSt. １B，２B，６D，
７Dにおいて特に多く，いずれの定点において
も40種類以上が確認された．中でもSt. ７Dで
は最大の51種類が確認された．これらの定点の
底質は石，砂，砂泥，貝殻底だった．湾口部で
も水深の深いSt. ３B，４D，５Dでは出現種類
数はそれよりも減少し，40種類を超えなかっ
た．一方，湾中央部の定点St. 10B，11D，12D， 



─ 4 ─

14B，15Bは動物門数や確認種類数はともに少
なく，確認種数は20種類以下だった．これらの
定点は大部分が泥底だった．伊勢湾では毎年夏
期に湾中央部を中心に湾奥部にかけて大規模な
貧酸素水塊が発達し，多くのメガベントスが
死滅する17）．マクロベントスも同様に季節的な
貧酸素水塊の影響を大きく受け死滅していると
考えられる．多毛類のシノブハネエラスピオに
代表される貧酸素耐性があり，繁殖力の強い種
や，移動能力の高い甲殻類の一部のみが生息で
きるのだろう．また，湾口部の中央のSt.5Dでは，
確認種数は17種類と少なく，種構成も湾中央部
の調査定点に類似しているので，貧酸素水塊の
影響を受けていると考えられる．
　下記に詳述されるように，本研究では多毛類
の未記載種や寄生性等脚類の原記載以来の発見
があった．今後，本航海で得られた試料の検討
と種同定を進めることにより，確認種数はさら
に増加し，より詳細な底生動物相が明らかにな
るだろう．
　以下に，刺胞動物門花虫亜門，紐形動物門，
環形動物門多毛類，軟体動物門，メイオベント
ス全般，動吻動物門，節足動物門甲殻類の概要
および注目すべき点を列記した．

刺胞動物門花虫亜門（Anthozoa）　喜瀬浩輝

　伊勢湾内において，花虫亜門の研究例は数
少なく，一部の種の分布記録に限られている．
Ganmaneeら11）は伊勢湾内から，２綱（六放サ
ンゴ綱・八放サンゴ綱）を報告しているが，分
類学的に精査された例はない．本調査航海では
７定点において，２綱１亜目４科５種が採集
された（表３，図２）．ウミサボテン科の１種
Veretillidae sp. は，湾口部～湾内部から採集さ
れたことから，異なる海底環境に広く生息して
いることが示唆された．またSt. 10B，St. 12D
の湾中央部付近では，ハナギンチャク目の１種
Ceriantharia sp. が採集された．いずれの標本

も現在分類学的な研究を進めている．
 2022年にMcFaddenら18）によって，刺胞動

物の高次分類体系が大改定されており，本研究
では新たに提唱された分類体系を用いた．

紐形動物門（Nemertea）　波々伯部夏美

　伊勢湾内で実施された本調査航海では，紐形
動物門が３科に属する形態的に判別可能な６種
の紐形動物が採集された（表４）．モニタリン
グサイト1000などの環境省主体の経年の調査報
告で幾つかの種や属，科あるいは門レベルの種
同定の結果は公表されている一方で，伊勢湾～
熊野灘の海域における紐形動物門の分類学的研
究は非常に乏しい．2018年以降同海域からは，
３新種の紐形動物が記載されており，今後も多
様性の全貌解明に向けて調査を進めているとこ
ろである19－21）．
　本航海で得られたデータで特筆すべきは，
St. ６D，St. ７B，St. 13Bから確認されたイイ
ジマヒモムシ科についてである．本種は上記定
点で20－50個体得られており，ドレッジやベン
トスネットで得られる紐形動物としては他に例
をみない程度に高密度に分布していた．湾外で
実施されたNo. 1722及び1903航海14，16）では得ら
れていなかったため，伊勢湾内の海底環境の影
響（底質・海流等）を受けて局所的に分布して
いると推測される．

環形動物門多毛類（Polychaetes）　自見直人

　勢水丸による浜名湖沖，遠州灘，熊野灘にお
ける調査で得られた標本により多くの種が記載
されているが22，23）など，伊勢湾内における多毛
類の分類学的な研究は意外と少ない．今島24

－26）においては伊勢湾および菅島で採集された
標本についての記録が存在するが，数科に限ら
れている．本調査航海では13定点において24
科45種が採集された（表５，図３）．St. 14Bや
St. 15Bではシノブハネエラスピオが多数採集
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され，湾内部の底質環境を体現しているような
生物相であった（図３－F）．湾内部は数種が
多数個体採れるのに対し，湾口部に近いSt. ３B
－５Dは多種の少数個体が採れていた．海底環
境が湾口部に近づくに連れ変化し，生物相も変
わっていると考えられる．St. ３Bで採集され
たOphthalmonoe属の一種はツバサゴカイの棲管
中に共生するウロコムシ科であるが，日本から
記録の無い属であり現在分類学的な研究を進め
ている．宿主は採集することができなかった
が，表面を曳くドレッジやベントスネットだと
U字の棲管をもち堆積物に深く入り込んでいる
ツバサゴカイは採集されづらいためだと思われ
る．St. ４Dで採集されたEupanthalis属の一種は
日本から記録のない属であり今後の検証が必
要である．日本産モロテゴカイ科はTaylorら27）

によって整理されたが，St. ５Dにおいて採集
されたMagelonidae sp. はそのどれにも当ては
まらないことから，SEM等を用いた詳細な検
証が必要である．

軟体動物門（Mollusca）　木村昭一・木村妙子

　採集された試料のうち，種まで同定できた軟
体動物の中で生きた個体が採集された種，死殻
しか得られなかったが，貝殻の状態から判断し
て採集海域に生息している（していた）と考え
られる種をリストアップした（表６）．殻を持
たない軟体動物はリストアップしなかった．本
報告内の目，科の配列や名称，種の学名は主と
して福田に従った28，29）．
　今回の調査範囲は伊勢湾内のみであり，内湾
性の貝類には絶滅危惧種に選定されている種が
多く含まれ，該当の大部分の種を図示した．環
境省・三重県レッドリストの最新のランク30－32），
並びに鳥羽市海のレッドデータブック2023のカ
テゴリーも併記した33）．なお本報告は現在進行
中の「三重県レッドデータブック2025（仮称）」
の基礎資料とする予定である．

キヌタレガイ科
Solemya pusilla Gould， 1861　キヌタレガイ（図
４－２）
　殻は偏圧された円筒形，殻は非常に薄く石灰
分が少なく軽い．殻皮の表面は光沢が強く，殻
の腹縁を越えて延長する．伊勢湾中部から湾口
部，英虞湾の潮下帯から生貝が採集されている
が，生息域は狭い．環境省・三重県・鳥羽市：
準絶滅危惧種30－33）．

イガイ科
Jolya rhomboidea（Reeve，1857）　ツヤガラス
（図４－３）
　殻は後方に広がる長方形，殻質は非常に薄い．
殻皮は薄く栗色で光沢が強い．生時には泥の付
着した繭型筒状の巣（図４－３b）に入ってい
る．勢水丸によるベントスネット調査などで伊
勢湾中部から湾口部で生貝が採集されているが，
個体数は少ない．伊勢湾北部・三河湾で生息数
の減少が認められ，愛知県レッドデータブック
では絶滅危惧Ⅱ類に評価されている34）．陸奥湾
以南から九州，熱帯インド・西太平洋の水深20 
mまでの潮下帯，砂泥底に分布する．鳥羽市で
は準絶滅危惧に評価33）．

サンカクサルボウ科
Verilarca interplicata（Grabau & King， 1928）
ヨコヤマミミエガイ（図４－５）
　殻は前後に長い箱形で，殻質は厚く，殻表に
は細いが強い放射肋が出る．殻表は，濃褐色の
ビロード状の殻皮で覆われる．内湾潮下帯の泥
質の多い砂泥底に生息し，1960年代には内湾域
での底引き網漁によって生貝が採集されていた．
近年，伊勢湾・三河湾から生貝の記録がなく，
愛知県レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠA類
に評価されている34）．伊勢湾湾口部のドレッジ
調査では死殻さえ希少で，合弁死殻は１個体採
集されたのみである．本調査でも半片死殻が３
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個体採集された．図示した個体は殻皮が残され
ており，近年採集される死殻としては保存状態
が良い稀な個体である．鳥羽市では絶滅危惧Ⅰ
A類に評価33）．三重県下での現生息状況が明ら
かになりつつあるので「三重県レッドデータ
ブック2025（仮称）」には掲載する方針である．

ハボウキガイ科
Atrina pectinata（Linnaeus， 1767）　ズベタイラ
ギ（図４－６）
　本種は Atrina lischkeana（Clessin，1891）リ
シケタイラギより大形になり，高級食用貝とし
て大量に漁獲されている．伊勢湾全域に分布し，
潜水漁の対象となっている．今回の調査では多
数の死殻が採集されたが，生貝は殻長50 ㎜ほ
どの幼貝が３個体採集されたに過ぎない．本種
は殻長300 ㎜を超える．殻表に多数の低い肋が
走るが，鱗片はほとんどなく，特に大形個体で
は殻表が平滑になる．リシケタイラギは鱗片が
強く発達すること等で本種区別されるが，中間
型も出現する．両種とも環境省：準絶滅危惧種
30－32）．鳥羽市でも準絶滅危惧に評価33）．

イタヤガイ科
Mimachlamys asperulata（A. Adams & Reeve， 
1850）　ヒナノヒオウギ（図4-7）
　1983年に鳥羽市伊勢湾湾口部よりカレイ底
刺網で混獲された２生貝が採集されているが35），
近年，伊勢湾・三河湾から生貝の記録がなく，
愛知県レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠA類
に評価されている34）．伊勢湾湾口部のドレッジ
調査では死殻さえ希少で，本調査でも半片死殻
が３個体採集されたに過ぎない．鳥羽市では絶
滅危惧ⅠA類に評価33）．
　三重県下での現生息状況が明らかになりつつ
あるので「三重県レッドデータブック2025（仮
称）」には掲載する方針である．

ツキガイ科
Pegophysema bialata（Pilsbry， 1895）　イセシ
ラガイ（図４－10）
　本種は合弁の新しい死殻も稀で，2012年鳥羽
市生浦湾最奥部の水深２ mの泥底より生貝（殻
長20 ㎜以下の幼貝）１個体が採集されて以降，
生貝が採集されていない33）．本調査では黄褐色
の殻皮で被われた死後間もない幼貝の死殻半片
が２個体採集された．環境省：絶滅危惧Ⅰ類，
三重県：絶滅危惧ⅠB類．鳥羽市では絶滅危惧
ⅠA類に評価30－33）．

ツクエガイ科
Eufi stulana grandis（Deshayes， 1855）　コヅツ
ガイ（図４－11）
　近年，伊勢湾中部から湾口部で稀に棲管が海
岸に打ち上げられたり，潮下帯から比較的新し
い棲管や半片死殻が採集されるが生息が確認で
きない．2014年に勢水丸のベントスネットで鳥
羽市答志島北沖から棲管と内在していた死後間
もない合弁の殻が採集された．本調査では，数
個体分の棲管が採集されたが，殻は採集されな
かった．生時には棲管の太い方が下になり底質
に突き刺さったように埋没している．棲管の先
端部（上部）は表面が平滑で細く（図４－11b），
後部（下部）は太く表面に砂粒などを付着させ
ている（図４－11a）．環境省：準絶滅危惧，三
重県：絶滅危惧ⅠB類．鳥羽市では絶滅危惧Ⅰ
Ａ類に評価30－33）．

ワカウラツボ科
Hyala cf. bella（A. Adams，1852）　ゴマツボモ
ドキ（図５－１）
　東海地方では，近年愛知県佐久島より生貝が
記録された．鳥羽市よりも死殻が報告され，三
重県産の本種の図を伴った初めての報告であ
る36）．その他の産出報告はほとんど無く，危機
的生息状況である．本種には，殻が細長く殻頂
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部が細い円錐状に延長する型と，殻頂部がドー
ム状の型があり，本調査では両型が１個体ずつ
採集されたが，共に殻が白濁した死後歳月を経
たと考えられる殻で，後者の標本は破損が激し
く，図示したのは前者の型である．環境省：絶
滅危惧Ⅱ類，三重県：情報不足．鳥羽市では絶
滅危惧ⅠＢ類に評価30－33）．

シロネズミガイ科
Macromphalus tornatilis（Gould，1859）　ハツカ
ネズミ（図５－２）
　1980年代には伊勢湾から県南部の小規模な内
湾域で死殻は見られたが，近年では死殻も稀．
伊勢湾湾口部では近年のドレッジ，ダイビング
調査で死後間もない殻が少数採集されている．
絶滅とは判断されなかったが，危機的生息状況
である．本調査では殻の透明感が消失し，白濁
した殻が２個体採集されたに過ぎない．瀬戸内
海では生貝が発見されていて，本種とユムシ類
の共生関係が観察されている．環境省：絶滅危
惧Ⅱ類，三重県：情報不足．鳥羽市では絶滅危
惧ⅠＢ類に評価30－33）．

タマガイ科
Eunoticina papilla（Gmelin，1791）　ネコガイ
（図５－５）
　現在，伊勢湾沿岸から湾口部の海岸で，死殻
は広い範囲で採集されているが，生貝の採集例
は特に干潟では稀．本調査では黄褐色の殻皮で
被われた死後間もない死殻が少数採集された．
環境省・三重県：準絶滅危惧．鳥羽市でも準絶
滅危惧に評価30－33）．

Sinum japonicum（Lischke，1872）　ヒメミミガ
イ（図５－６）
　本種は軟体部が白色で大きく，生時に殻は軟
体部に内包される（図５－６b）．殻は白色，耳
形扁平で，螺塔は小さく，殻表は細い螺溝で覆

われる．Sinum incisum（Sowerby Ⅰ in Reeve，
1864）ツガイと近似するが，本種の殻（図５－
６a）は前後に細長く，殻がやや高く（殻長が
やや大きく），殻質はやや厚い．また本種はツ
ガイより分布域が外洋に偏り，三重県では安乗
など志摩半島より南西の浅海で記録されてい
る36）．本調査では生貝1個体のみが採集されたが，
三重県で本種の最も内湾寄りでの生息記録とな
る．

イトカケガイ科
Opalia matajiroi（Kuroda，1954）　コフシイト
カケ（図５－８）
　本種は1979年以前に県内では桃取（鳥羽市）
と紀伊長島の水深20 mから分布記録がある６）．
2014年に勢水丸のベントスネットで伊勢湾伊勢
市沖から鳥羽市答志島北沖にかけての海域から
死殻が数個体採集されたが，近年死殻，生貝を
問わず，採集記録自体がほとんどない．本調査
では１個体生貝が採集された．本種は生貝の採
集例が極端に少ないためか，蓋の図示は初めて
のことと思われる．蓋は黄色で半透明で薄く少
旋型である．

コロモガイ科
Merica laticosta（Löbbecke in Kobelt & Löbbecke， 
1881）　コンゴウボラ（図５－９）
Sydaphera spengleriana（Deshayes，1830）　 コ
ロモガイ（図５－10）
　この２種は限られた調査定点数（前者３定点，
後者４定点）であったが，前者13個体，後者10
個体の成熟個体が採集された．２種は属が異な
るが，よく似た傾向の殻形態における性的２型
が認められた．この２種の性的２型は知られて
ないので，簡単に報告する．２種の雌雄判別（図
５－９c，d）は頭部右側に発達する陰茎（図５
－９d，矢印で示す）の有無で行った．本調査
試料で認められた２種の性的２型は以下の通り
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である．①雌個体（図５－９a，10a）は雄個体
（図５－９b，10b）より大形である．②雌個
体の殻長に対する殻口の割合は雄個体より小さ
い．雄個体の方が雌個体より殻口の占める割合
が大きい．③雌個体の縦肋は雄個体より弱いが，
数は多い．④雄個体の殻口の内唇の滑層は雌個
体より肥厚し，特にコンゴウボラでは殻口後部
が狭まる個体が多い．

Scalptia scalariformis（Lamarck，1822）　オリ
イレボラ（図６－１）
　1980年から1990年代まで伊勢湾中部から鳥羽
市を含めた湾口部にかけて底刺網などで潮下帯
より死殻が稀に確認されていたが，生貝は未確
認であった．近年回復傾向が認められ，勢水丸
のベントスネット調査で松阪市沖の砂泥底より
多くの生貝が採集された33）．本調査では死殻が
4個体採集されただけであった．これらの死殻
全てにエゾタマガイの食痕と考えられる，穴が
開いていた．環境省・三重県：絶滅危惧Ⅱ類．
鳥羽市でも絶滅危惧Ⅱ類に評価30－33）．

Trigonaphera stenomphala Habe， 1961　ヘソア
キホソオリイレボラ（図６－２）
　1979年以前に答志の水深30－50 mから分布
記録がある６）．近年，伊勢湾中部から湾口部で
死後間もない殻が少数採集されているが，生貝
の記録はない．本調査では死殻が１個体採集さ
れただけであった．前種と同様，殻にエゾタマ
ガイの食痕と考えられる穴が開いていた．鳥羽
市では絶滅危惧ⅠＢ類に評価33）．

オリイレヨウバイ科
Nassarius conoidalis（Deshayes，1832）　アラ
レガイ（図６－５）
　本種は伊勢湾・三河湾湾口部から渥美外海，
英虞湾湾口部から南西の熊野灘沿岸浅海砂泥底
に広く分布する普通種である．本調査定点の様

な内湾域では個体数は多くない．本調査で得ら
れた３生貝と東海地方，瀬戸内海，紀伊水道，
土佐湾で得られた試料（100個体以上）を検討
して，殻形態に性的２型が認められたので，簡
単に報告する．雌雄判別は頭部右側に発達する
陰茎の有無で行った．本種の性的２型は以下の
通りである．①雌個体（図６－５a）は雄個体
（図６－５b）より殻長に対する殻幅の割合が
大きい．②縫合直下のイボ状の突起は，雌個体
が雄個体より強く大きく発達する（体層部で顕
著）．③縫合直下のイボ状の突起の数は雌個体
より雄個体が多い．④雌個体は縫合とイボ状起
列の間が螺肋方向に溝状になる．

バイ科
Babylonia japonica（Reeve，1842）　バイ（図
６－７）
　船体塗料に含まれる有機スズによるインポ
セックスが要因で著しく個体数が減少した．有
機スズ剤の使用禁止に伴い，現在は伊勢湾中部
から湾口部の潮下帯で生貝が確認され，一部食
用として採集されるまでの回復傾向が認められ
る．本調査でも狭い範囲であるが普通に生貝が
採集された．環境省・三重県：準絶滅危惧．鳥
羽市でも準絶滅危惧に評価30-33）．

アクキガイ科
Boerotrophon candelabrum（Reeve，1848）　ツ
ノオリイレ（図６－８）
　1979年以前に県内では白子，伊倉津，有滝，
答志の水深30 mから分布記録がある６）．近年，
三重県全域から生貝の記録はない．伊勢湾，三
河湾では2000年に知多半島内海沖の水深10 m
の砂礫底から軟体部の残存した死亡個体１個体
が採集されて以降，生息が確認されていない．
本調査でも３個体死殻が採集されただけである．
愛知県レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠＡ
類に評価されている29）．鳥羽市では絶滅危惧Ⅰ
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Ａ類に評価30－33）．「三重県レッドデータブック
2025（仮称）」にも掲載する方針である．

フデシャジク科
Kuroshiodaphne fuscobalteata（E. A. Smith，
1879）　ツクシフタナシシャジク（図７－８）
　1979年以前に県内では四日市，紀伊長島の水
深30 mから分布記録がある６）．近年，三重県全
域から生貝はおろか死殻の採集例もない．本調
査ではエゾタマガイの食痕と考えられる穴が開
いた死殻1個体のみが採集された．本科の貝類
は小型の肉食性で，底生動物を選択的に餌とす
る食性の種が多く，環境悪化の影響を受けやす
く，最初に減少傾向を示す種群である．三重県
下から多数の種が記録されているが，特に内湾
性種では近年ほとんど死殻試料も採集できず，
現状を把握できない種が多い．

タケノコガイ科
Granuliterebra bathyraphe（E.A. Smith，1875）
イボヒメトクサ（図７－９）
　1979年以前に四日市，有滝の水深20 mから
分布記録がある６）．近年，県下では伊勢湾中部
から鳥羽市沖の伊勢湾湾口部の潮下帯から死殻
は稀に採集されるが，生貝は確認されていな
い．近年，鳥羽市生浦湾から死後間もない殻が
少数採集されているので，生息していると判断
されたが，絶滅の可能性が高い種である．本研
究でも死後間もないと判断される殻（図４－
９）を含め２個体の死殻が採集されたに過ぎな
い．鳥羽市でも絶滅危惧ⅠＡ類に評価33）．「三
重県レッドデータブック2025（仮称）」にも掲
載する方針である．タケノコガイ科の貝類はゴ
カイなどの底生動物を選択的に餌とする食性の
種が多く，環境悪化の影響を受けやすく，最初
に減少傾向を示す種群である．現在伊勢湾の内
湾域（湾口部以外）で生息が確認されている種
はStrioterebrum japonicum（E.A. Smith，1873）

ヒメトクサ（図７－10）のみである．

タクミニナ科
Mathilda sinensis P. Fischer，1867　タクミニ
ナ（図６－９）
　1979年以前に県内では四日市，有滝の水深20 
mから分布記録がある32）．近年，東海地方全域
でも死殻は稀に採集されているが，生息が確認
できない．2012年に鳥羽市生浦湾で殻の色彩と
胎殻まで保存された死後間もない殻が採集され
たが，その後は半化石状態の古い死殻しか採集
されない．本調査では，胎殻が欠損しているが
濃紫褐色の色彩が残された死殻が1個体採集さ
れた．環境省：絶滅危惧ⅠＡ類，三重県：ラン
クなし，鳥羽市では絶滅危惧ⅠＡ類に評価30－33）．
三重県下での現生息状況が明らかになりつつあ
るので「三重県レッドデータブック2025（仮
称）」には掲載する方針である．

イソチドリガイ科
Leucotina dianae（A. Adams，1854）　マキモノ
ガイ（図７－12）
　1979年以前に県内では四日市，有滝，答志，
尾鷲の水深10－30 mから分布記録がある６）．
2014年に鳥羽市浦村沖で生貝1個体が採集され
たが，本調査で得られた生貝（図７－12a，b）
は伊勢湾での２個体目の生息記録となる．採集
された生貝（図７－12a，b）は小形個体で2014
年採集個体とほぼ同様の大きさであった．本調
査では殻の体層付近のみが保存された非常に大
形の死殻１個体（図７－12c：保存された殻の
長さ22.5 ㎜）も採集された．このような大形個
体（全て死殻）は，東海地方では外洋のやや深
い砂底（水深50－120 m）より採集されること
が多い．環境省：絶滅危惧Ⅰ類，三重県：絶滅
危惧ⅠＡ類．鳥羽市でも絶滅危惧ⅠＡ類に評
価30－33）．
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　今回の調査では，61種の軟体動物が採集，確
認されたが，生貝が採集されたのは24種にとど
まった（表６）．広範囲（３調査定点以上）で
多数（総数10個体以上）の生貝が確認されたの
は，アカガイ（図４－４），ゴイサギ（図４－
14），クチベニデ，エゾタマガイ（図５－３），
シマメノウフネガイ（移入種；図７－７），コ
ンゴウボラ（図５－９），コロモガイ（図５－
10），ムギガイ，ハナムシロ（図６－６）の９
種と限定されていた．

メイオベントス全般（Meiobenthos）　藤本心太

　本航海で得たメイオベントス９サンプル（St.
１B，２B，３B，４D，６D，７D，８D，11D，
13B）の拾い出しは完了していないため，途中
経過を報告する．これまでに本航海のサンプル
からは，腹毛動物門，扁形動物門，動吻動物門，
線形動物門，節足動物門といったメイオベント
スが得られ，特に動吻動物門と線形動物門は全
てのサンプルで確認された（表７；動吻動物門
の詳細は別項を参照）．この他，得られた個体
の状態が悪くプランクトン性か判別できない
ヤムシ類（毛顎動物門）がSt. ３B，より大きな
体サイズの動物群のシャミセンガイ類（腕足
動物門）の幼若個体がSt. １BとSt. ７Dから確
認された．また勢水丸のNo. 1722航海で熊野
灘から報告された緩歩動物門14，37）と胴甲動物
門14，38）は本航海で確認されなかった．No．1722
航海14）と本航海で共通して得られている動吻
動物門，線形動物門，節足動物門でも種構成に
違いがあると予想され，今後これらを精査して
いくことは，本海域において浅海から深海にか
けてのどのようにメイオベントス相が遷移する
のかを理解する上に重要である．

動吻動物門（Kinorhyncha）　山崎博史

　本航海で得られたサンプルより，４属４種の
動吻動物を確認できた（表８，図８）．この内，

アベタツトゲカワ，シワヨロイ，クダモチヨロ
イは東アジアの浅海に広く分布する種であり，
瀬戸内海や韓国沿岸などからも報告されてい
る39－41）．また４種の内，トゲカワムシ科の１種
はEchinoderes parahorniと非常によく似た形態
形質を示した．中でも，胴部体節中の棘や分泌
孔の位置など，主要な分類形質は完全に一致し
ている．一方，Echinoderes parahorniは米国フ
ロリダやドミニカ共和国から報告されている種
であり，既知の分布域と今回の調査海域は地理
的に大きく離れている42）．本報告では暫定的に
Echinoderes cf. parahorniとしたが，本種の正確
な同定にはより詳細な形態・DNAデータの比
較が必要であると考えられる．

節足動物門甲殻類（Crustacea）　中島広喜

　本航海では少なくとも６目23科38種の甲殻類
（メイオベントスを除く）が採集された（表９）．
全体的に内湾性の種が占めており，これは採集
定点の環境と符合した．このうち特筆すべき
はSt. ２Bより得られた1個体のジュウイチトゲ
コブシArcania undecimspinosa De Haan，1841の
両側の鰓腔に寄生していたエビヤドリムシ科の
Mesocepon tosizimensis Shiino，1951である（図
９－１）．本種は三重県答志をタイプ産地とし
新属新種として記載された．調べた範囲では原
記載以降標本に基づいた記録は無いと考えられ
ることから，再びタイプ産地付近で採集された
今回の標本は重要な記録であると考えられる．
また，St. 4Dより採集されたナガサキキバガニ
Heteroplax transversa Stimpson，1858の鰓腔にも
エビヤドリムシ科の不明種が認められたが，こ
れは調べられた限りでは情報が無く，新たな寄
生関係発見となる可能性が考えられる．この他
にも，多くの定点から確認できたトゲツノヤド
カリDiogenes edwardsii（De Haan，1849）（図９
－２）の一部個体の宿貝内からソコミジンコ目
の１種と考えられる種や，ヘノジガイの幼体と
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考えられる二枚貝が採集された他，腹部や尾節
等に固着性の輪形動物Rotiferaが寄生している
ことも観察された（図９－２）．これらの甲殻
類標本は琉球大学博物館（風樹館）に収蔵して
いる．
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表１．調査定点情報
緯度 経度

調査地点 調査年月日 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり
St．１B 2022／11／29 34. -゚34.7'N 34. -゚34.7'N 34. -゚34.4'N 34. -゚34.2'N 136. -゚46.2'E 136. -゚46.2'E 136. -゚46.5'E 136. -゚46.6'E
St．２B 2022／11／29 34. -゚34.4'N 34. -゚34.5'N 34. -゚34.8'N 34. -゚34.9'N 136. -゚46.8'E 136. -゚46.9'E 136. -゚46.9'E 136. -゚46.9'E
St．３B 2022／11／29 34. -゚37.4'N 34. -゚37.3'N 34. -゚37.0'N 34. -゚36.9'N 136. -゚52.1'E 136. -゚52.2'E 136. -゚52.7'E 136. -゚52.8'E
St．４D 2022／11／29 34. -゚36.7'N 34. -゚36.6'N 34. -゚36.7'N 34. -゚36.7'N 136. -゚53.2'E 136. -゚53.3'E 136. -゚53.6'E 136. -゚53.8'E
St．５D 2022／11／29 34. -゚36.0'N 34. -゚35.9'N 34. -゚35.7'N 34. -゚35.6'N 136. -゚49.9'E 136. -゚49.9'E 136. -゚50.2'E 136. -゚50.2'E
St．６D 2022／11／30 34. -゚34.6'N 34. -゚34.6'N 34. -゚34.5'N 34. -゚34.5'N 136. -゚46.2'E 136. -゚46.2'E 136. -゚46.0'E 136. -゚45.9'E
St．７D 2022／11／30 34. -゚34.5'N 34. -゚34.5'N 34. -゚34.4'N 34. -゚34.4'N 136. -゚45.8'E 136. -゚45.8'E 136. -゚45.6'E 136. -゚45.6'E
St．８D 2022／11／30 34. -゚36.6'N 34. -゚36.7'N 34. -゚36.7'N 34. -゚36.7'N 136. -゚43.2'E 136. -゚43.1'E 136. -゚44.0'E 136. -゚43.9'E
St．９B 2022／11／30 34. -゚36.8'N 34. -゚36.8'N 34. -゚36.9'N 34. -゚37.0'N 136. -゚42.8'E 136. -゚42.8'E 136. -゚42.5'E 136. -゚42.3'E
St．10B 2022／12／１ 34. -゚43.3'N 34. -゚43.3'N 34. -゚43.6'N 34. -゚43.6'N 136. -゚50.4'E 136. -゚50.3'E 136. -゚50.1'E 136. -゚50.1'E
St．11D 2022／12／１ 34. -゚43.7'N 34. -゚43.7'N 34. -゚43.8'N 34. -゚43.9'N 136. -゚50.0'E 136. -゚50.0'E 136. -゚49.9'E 136. -゚49.9'E
St．12D 2022／12／１ 34. -゚43.8'N 34. -゚43.8'N 34. -゚44.0'N 34. -゚44.0'N 136. -゚50.9'E 136. -゚50.9'E 136. -゚50.9'E 136. -゚50.9'E
St．13B 2022／12／１ 34. -゚38.8'N 34. -゚38.9'N 34. -゚39.2'N 34. -゚39.3'N 136. -゚48.3'E 136. -゚48.2'E 136. -゚47.8'E 136. -゚47.8'E
St．14B 2022／12／１ 34. -゚43.0'N 34. -゚43.0'N 34. -゚43.3'N 34. -゚43.4'N 136. -゚42.9'E 136. -゚42.8'E 136. -゚42.5'E 136. -゚42.3'E
St．15B 2022／12／１ 34. -゚39.9'N 34. -゚40.0'N 34. -゚40.2'N 34. -゚40.3'N 136. -゚38.0'E 136. -゚37.9'E 136. -゚37.6'E 136. -゚37.5'E

水深（m）
調査地点 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり 曳網距離(m) 使用漁具 底質
St．１B 20 20 21 20 926 ベントスネット 砂，石，貝殻
St．２B 21 22 22 22 926 ベントスネット 砂，石，貝殻
St．３B 34 34 34 34 926 ベントスネット 砂，泥，石
St．４D 34 34 31 31 556 ドレッジ 砂，泥，石
St．５D 30 29 29 28 556 ドレッジ 砂
St．６D 20 19 18 18 370 ドレッジ 砂，石，貝殻
St．７D 18 18 17 17 370 ドレッジ 砂，石，砂混じり泥
St．８D 18 18 18 19 185 ドレッジ 砂，石，砂混じり泥
St．９B 19 19 21 21 556 ベントスネット 砂，石，砂混じり泥
St．10B 31 31 31 32 741 ベントスネット 泥
St．11D 32 32 32 32 185 ドレッジ 泥
St．12D 36 37 37 37 370 ドレッジ 泥
St．13B 30 30 31 32 741 ベントスネット 砂混じり泥，砂，石
St．14B 35 35 35 34 741 ベントスネット 泥
St．15B 29 29 28 28 741 ベントスネット 泥，砂
曳網距離はセットから巻き上げ開始までの距離を測定した．

図１．No．2236航海における調査定点．
数字は調査定点，Ｄ：ドレッジ，Ｂ：ベントスネット，等深線は水深（ｍ）．
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表２．各調査定点の動物門別の出現種類数

St．１B St．２B St．３B St．４D St．５D St．６D St．７D St．８D St．９B St．10B St．11D St．12D St．13B St．14B St．15B
節足動物 20 24 11 12 ７ 17 12 12 ６ ６ ３ ３ 16 １ ３
軟体動物 ３ ５（１） ２ ８（８） ３（１） 10（９） 11（24） 8（４） 6（２） 9（３） 3 6（２） 6（11） 0（１） 0（１）
棘皮動物 ５ ４ ３ １ ０ ４ ４ ４ ２ １ ２ ０ ２ ３ ２
環形動物 ６ ３ １ ９ ６ 12 ５ ５ ０ ０ ４ ２ ０ ６ ５
動吻動物 ３ ４ ３ １ － ４ ４ ２ － － ２ － ４ － －
刺胞動物 １ ３ ０ ３ ０ ０ １ ４ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０
扁形動物 １ １ １ １ － １ １ １ － － ０ － １ － －
紐形動物 ０ ０ ０ ３ ０ １ １ ０ １ ０ ０ １ １ １ １
線形動物 １ １ １ １ － １ １ １ － － １ － １ － －
腕足動物 １ ０ ０ ０ － ０ １ ０ － － ０ － ０ － －
毛顎動物 ０ ０ １ ０ － ０ ０ ０ － － ０ － ０ － －
輪形動物 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
腹毛動物 ０ ０ ０ ０ － １ ０ ０ － － ０ － ０ － －
総種類数 41 45（１） 23 39（８） 16（１） 51（９） 41（24） 37（４） 15（２） 17（３） 15 14（２） 31（11） 11（１） 11（１）
動物門数 ９ ８ ８ ９ ３ ９ 10 ８ ４ ４ ６ ５ ７ ４（１） ４（１）

－はメイオベントス調査が行われなかった定点，（　）内は軟体動物門の死殻のみ確認された種，複数種とされた種類は１種類としてまとめた．

図２．No．2236航海で採集された刺胞動物の一部．
［Ａ］Veretillidae sp.，［Ｂ］Echinoptilum sp.，［Ｃ］Pteroeides sp.，［Ｄ］Ceriantharia sp. 
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図３．No．2236航海で採集された環形動物多毛類の一部．
［Ａ］Leodice aff. gracilicirrata，［Ｂ］Sternaspis sp.，［Ｃ］Lagis bocki，［Ｄ］Acoetes jogasimae，
［Ｅ］Goniadidae sp.，［Ｆ］Paraprionospio patiens
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図４．No．2236航海で採集された軟体動物の一部．
［1］マメクルミガイ（死殻；St.7D），［2］キヌタレガイ（St.4D），［3］ツヤガラス（St.10B），［4］アカガイ（St.6D），［5］ヨ
コヤマミミエガイ（死殻；St.4D），［6］ズベタイラギ幼貝（St.10B），［7］ヒナノヒオウギ（死殻；St.2B），［8］スダレモシオ
（死殻；St.7D），［9］ツキガイモドキ（St.10B），［10］イセシラガイ（死殻；St.8D），［11］コヅツガイ（棲管のみ；St.6D），
［12］イシカゲガイ（死殻；St.9B），［13］チゴトリガイ（St.7D），［14］ゴイサギ（St.9B），［15］ズングリアゲマキ（死殻；
St.4D），［16］シオガマガイ（死殻；St.7D），［17］スダレガイ（St.4D），［18］イヨスダレガイ（死殻；St.9B）
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図５．No．2236航海で採集された軟体動物の一部．
［1］ゴマツボモドキ（死殻；St.7D），［2］ハツカネズミ（死殻；St.7D），［3］エゾタマガイ（St.9B），［4］ハナツメタ（死殻；
St.7D），［5］ネコガイ（死殻；St.7D），［6］ヒメミミガイ（St.4D），［7］クリンイトカケ（死殻；St.7D），［8］コフシイトカケ（St.7D），
［9］コンゴウボラａ，ｃ：雌（St.3B），ｂ，ｄ：雄（St.2B），［10］コロモガイａ：雌（St.9B），ｂ：雄（St.9B）
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図６．No．2236航海で採集された軟体動物の一部．
［1］オリイレボラａ：（死殻；St.4D），ｂ：（死殻；St.6D），［2］ヘソアキホソオリイレボラ（死殻；St. ７D），［3］トウイト（死
殻；St.4D），［4］モスソガイ（死殻；St.13B），［5］アラレガイａ：雌（St.5D），ｂ：雄（St.5D），［6］ハナムシロ（St.7D），［7］
バイ（St.1B），［8］ツノオリイレ（死殻；St.8D），［9］タクミニナ（死殻；St.6D）
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図７．No．2236航海で採集された軟体動物の一部．
［1］ヌノメシャジク（死殻；St.7D），［2］ホソシャジク（死殻；St.7D），［3］チビシャジク（死殻；St.7D），［4］イボヒメシャ
ジク（死殻；St.7D），［5］スソチャマンジ（死殻；St.7D），［6］ムカドケボリクチキレツブ（死殻；St.7D），［7］モミジボラ
と背面に付着するシマメノウフネガイ（St.8D），［8］ツクシフタナシシャジク（死殻；St.12D），［9］イボヒメトクサ（死殻；
St.4D），［10］ヒメトクサ（St.4D），［11］ミガキクチキレ（死殻；St.7D），［12］マキモノガイａ，ｂ：（St.6D），ｃ：（死殻；
St.10B）
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図８．No．2236航海で採集された動吻動物の一部．
［1］アベタツトゲカワ；［2］シワヨロイ；［3］クダモチヨロイ；［4］トゲカワムシ属の１種

図９．No．2236航海で採集された節足動物の一部．
［1］ジュウイチトゲコブシの両側の鰓腔に寄生していたエビヤドリムシ科 Mesocepon tosizimensis，［2］トゲツノヤドカリと
腹部に寄生していた輪形動物（矢印）

4
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図10．No．2236航海で採集された棘皮動物の一部．
［1］マヒトデ，［2］スナヒトデ，［3］モミジガイ，［4］クシノハクモヒトデ，［5］カキクモヒトデ，［6］キタサンショウウニ
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表４．No．2236航海で確認された紐形動物門リスト（同定者　波々伯部 夏美）

表３．No．2236航海で確認された刺胞動物門リスト（同定者　喜瀬 浩輝・櫛田 優花）

綱 目 科 種 和名 採集定点備考

Octocorallia Pennatulacea V eretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. lB 図3-A

Octocorallia Pennatulacea Veretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 2B 

Octocorallia Pennatulacea Echinoptilidae Echjnoptjfum sp. トゲウミサポテン属の 1種 St.2B 図3-B

Octocorallia Pennatulacea Veretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 2B 

Octocorallia Pennatulacea Pennatulidae Pteroeides sp. トゲウミエラ属の1種 St.4D 図3-C

Octocorallia Pennatulacea Veretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St.4D 

Octocorallia Pennatulacea V eretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St.4D 

Octocorallia Pennatulacea V eretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 7D 

Octocorallia Pennatulacea V eretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 8D 

Octocorallia Pennatulacea V eretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 8D 

Octocorallia Pennatulacea Veretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 8D 

Octocorallia Pennatulacea V eretillidae Veretillidae sp. ウミサポテン科の1種 St. 8D 

Octocorallia Pennatulacea Veretillidae Veretillidae sp. ウミサボテン科の1種 St. 8D 

Ceriantharia ，，ヽ ナギンチャク綱の1種 St.lOB 図3-D

Ceriantharia ハナギンチャク綱の1種 St.12D 

Octocorallia 八放サンゴ綱の1種 St. 12D 

科 種 和名 採集定点

Lineidae Lineidae sp. リネウス科の一種 St. 4D 

Lineidae Lineidae sp. リネウス科の一種 St. 4D 

Tubulanidae Tubulanidae sp. クリゲヒモムシ科の一種 St. 4D 

H ubrechtellidae Hubrechtellidae sp. イイジマヒモムシ科の一種 St.6D 

H ubrechtellidae Hubrechtellidae sp. イイジマヒモムシ科の一種 St.7D 

Lineidae Cerebratulus sp. オロチヒモムシ属の一種 St. 9B 

Lineidae Cerebratulus sp. オロチヒモムシ属の一種 St. 12D 

H ubrechtellidae Hubrechtellidae sp. イイジマヒモムシ科の一種 St.13B 

Lineidae Lineidae sp. リネウス科の一種 St. 14B 

Lineidae Lineidae sp. リネウス科の一種 St. 15B 
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表５．No．2236航海で確認された環形動物門リスト（同定者　自見 直人）

科種
Polynoidae Harmothoe sp. 
Eunicidae Leodice aff. Gracilicirrata ナガイトイソメ近縁種

Nereididae Nereididae sp. 
Goniadidae Goniadidae sp. 
Ampharetidae Orochi palacephalus オロチカザリゴカイ
Sabellidae Pseudobranchiomma picta -
Goniadidae Goniadidae sp. 
Ampharetidae Ampharetidae sp. 
Pectinariidae Lagis bocki 
Polynoidae Ophthalmonoe sp. 
Acoetidae Eupanthalis sp. 
Acoetidae A coetes 1ogas1mae 
Glyceridae Glycera sp. 
Goniadidae Goniadidae sp. 
Lumbrineridae Lumbrineridae sp. 
Ampharetidae Sosane sulcata 
Stemaspidae Sternaspis sctata 
Stemaspidae Stemaspidae sp. 
Terebellidae Terebellidae sp. 
Glyceridae Glycera sp. 
Capitellidae Capitellidae sp. 
Maldanidae Maldanidae sp. 
Cirratulidae Chaetozone sp. 
Spionidae Paraprionospio patiens 
Spionidae Paraprionospio coora 
Magelonidae Magelona sp. 
Nereididae Nereididae sp. 
Eunicidae Eunice indica 
Pilargidae Sigambra hanaokai 
Glyceridae Glycera sp. 
Goniadidae Goniadidae sp. 
Capitellidae Capitellidae sp. 
Cirratulidae Aphelochaeta sp. 
Flabelligeridae Diplocirrus sp. 
Terebellidae Loimia verrucosa 
Chaetopteridae Chaetopterus sp. 
Chaetopteridae Spiochaetopterus sp. 
Magelonidae Magelona sp. 
Goniadidae Goniadidae sp. 
Eunicidae Eunice indica 
Pectinariidae Lagis bocki 
Sabellariidae Neosabellaria sp. 
Sabellidae Pseudobranchiomma picta -
Nereididae Nereididae sp. 
Goniadidae Goniadidae sp. 
Cirratulidae Aphelochaeta sp. 
Pectinariidae Lagis bocki 
Ampharetidae Ampharetidae sp. 
Nereididae Nereididae sp. 
Goniadidae Goniadidae sp. 
Chaetopteridae Chaetopterus sp. 
Sigalionidae Sigalionidae sp. 
Nereididae Nereididae sp. 
Chaetopteridae Spiochaetopterus sp. 

和名 採集定点
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表６．No．2236航海で確認された軟体動物門リスト（同定者　木村 昭一・木村 妙子）

科 学名 和名 採集定点備考

Arcidae Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) アカガイ St. 1B 

Calyptraeidae Crepidula onyx Sowerby I, 1824 シマメノウフネガイ St. 1B 

Babyloniidae Babyloniajaponica (Reeve, 1842) バイ St. 1B 図6-7

Arcidae Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) アカガイ St. 2B 

Pectinidae Mimachlamys asperulata (A. Adams & Reeve, 1850) ヒナノヒオウギ St. 2B 図4-7(死殻）

Calyptraeidae Crepidula onyx Sowerby I, 1824 シマメノウフネガイ St. 2B 

Cancellariidae Merica laticosta (Lobbecke in Kobelt & Lobbecke, 1881) コンゴウボラ St. 2B 図5-9b(o") 

N assariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. 2B 

Pseudomelatomidae Funajeffreysii (E.A. Smith, 1875) モミジボラ St. 2B 

Cancellariidae Merica laticosta (U¥bbecke in Kobelt & U¥bbecke, 1881) コンゴウボラ St. 3B 図5-9a(~) 

N assariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. 3B 

Solemyidae Solemya pusilla Gould, 1861 キヌタレガイ St. 4D 図4-2

Mytilidae Jolya rhomboidea (Reeve, 1857) ツヤガラス St. 4D 

Arcidae Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) アカガイ St. 4D 

Arcidae Anadara inaequivalvis (Bruguiere, 1789) クイチガイサルボオ St. 4D 死殻

Noetiidae Verilarca interplicata (Grabau & King, 1928) ョコヤマミミエガイ St. 4D 死殻

Pectinidae Mimachlamys asperulata (A. Adams & Reeve, 1850) l::ナノ l::オウギ St. 4D 死殻

Solecurtidae Azarinus abbreviatus (Gould, 1861) ズングリアゲマキ St. 4D 図4-15(死殻）

Veneridae Paphia euglypta (Philippi, 1847) スダレガイ St. 4D 図4-17

Naticidae Sinumjaponicum (Lischke, 1872) ヒメミミガイ St. 4D 図5-6

Cancellariidae Scalptia scalariformis (Lamarck, 1822) オリイレポラ St. 4D 図6-la(死殻）

Buccinidae Siphonaliajusoides (Reeve, 1846) トウイト St. 4D 図6-3(死殻）

N assariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. 4D 

N assariidae Reticunassajaponica (A. Adams, 1852) キヌボラ St. 4D 死殻

Pseudomelatomidae Funa jeffreysii (E.A. Smith, 1875) モミジボラ St. 4D 

Terebridae Granuliterebra bathyraphe (E.A. Smith, 1875) イボヒメトクサ St. 4D 図7-9(死殻）

Terebridae Strioterebrumjaponicum (E.A. Smith, 1873) ヒメトクサ St. 4D 図7-10

Noetiidae Verilarca interplicata (Grabau & King, 1928) ヨコヤマミミエガイ St. SD 図4-5(死殻）

Cancellariidae Sydaphera spengleriana (Deshayes, 1830) コロモガイ St. SD 

N assariidae Nassarius conoidalis (Deshayes, 1832) アラレガイ St. SD 図6-5a(~), b位）

N assariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. SD 

Arcidae Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) アカガイ St. 6D 図4-4

Pinnidae Atrina lischkeana (Clessin, 1891) タイラギ（リシケタイラギ） St. 6D 死殻

Pinnidae Atrina pectinata (Linnaeus, 1767) ズベタイラギ St. 6D 

Gastrochaenidae Eufistulana grandis (Deshayes, 1855) コヅツガイ St. 6D 図4-11(棲管のみ）

Tellinidae Nitidotellina hokkaidoensis (Habe, 1961) サクラガイ St. 6D 

Myidae Cryptomya busoensis Yokoyama, 1922 ヒメマスオガイ St. 6D 死殻

Corbulidae Corbula venusta Gould, 1861 クチベニデ St. 6D 

Eulimidae Niso matsumotoi Kuroda & Habe in Habe, 1961 マツモトヘソアキゴウナ St. 6D 死殻

Naticidae Cryptonatica janthostomoides (Kuroda & Habe, 1949) 工ゾタマガイ St. 6D 

Calyptraeidae Crepidula onyx Sowerby I, 1824 シマメノウフネガイ St. 6D 

Cancellariidae Scalptia scalariformis (Lamarck, 1822) オリイレボラ St. 6D 図6-lb(死殻）

Columbellidae Mitre/la bicincta (Gould, 1860) ムギガイ St. 6D 

Columbellidae Mitre/la yabei (Nomura, 1935) スミスシラゲガイ St. 6D 死殻

Babyloniidae Babyloniajaponica (Reeve, 1842) バイ St. 6D 

Clathurellidae Pseudoetremafortilirata (E.A. Smith, 1879) ホソシャジク St. 6D 死殻

似りぶ；.... • 
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表６．No．2236航海で確認された軟体動物門リスト（続き１）（同定者　木村 昭一・木村 妙子）

科 学名 和名 採集定点備考

Eulimidae Niso matsumotoi Kuroda & Habe in Habe, 1961 マツモトヘソアキゴウナ St. 7D 死殻

Vanikoridae Macromphalus tornatilis (Gould, 1859) ハッカネズミ St. 7D 図5-2(死殻）

Naticidae Cryptonaticajanthostomoides (Kuroda & Habe, 1949) 工ゾタマガイ St. 7D 

Naticidae Glossaulax reiniana (Dunker, 1877) ハナツメタ St. 7D 図5-4(死殻）

Naticidae Eunoticina papilla (Gmelin, 1791) ネコガイ St. 7D 図5-5(死殻）

Naticidae Naticarius concinnus (Dunker, 1860) フロガイダマシ St. 7D 死殻

Epitoniidae Amaea thielei (de Boury, 1913) クリンイトカケ St. 7D 図5-7(死殻）

Epitoniidae Opalia matajiroi (Kuroda, 1954) コフシイトカケ St. 7D 図5-8

Calyptraeidae Crepidula onyx Sowerby I, 1824 シマメノウフネガイ St. 7D 

Cancellariidae Sydaphera spengleriana (Deshayes, 1830) コロモガイ St. 7D 

Cancellariidae Trigonaphera stenomphala Habe, 1961 ヘソアキホソオリイレボラ St. 7D 図6-2(死殻）

Columbellidae Mitre/la bicincta (Gould, 1860) ムギガイ St. 7D 

Columbellidae Mitrella yabei (Nomura, 1935) スミスシラゲガイ St. 7D 死殻

N assariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. 7D 図6-6

Muricidae Boerotrophon candelabrum (Reeve, 1848) ツノオリイレ St. 7D 死殻

Clathurellidae Etrema subaurijormis (E.A. Smith, 1879) ヌノメシャジク St. 7D 図7-1(死殻）

Clathurellidae Pseudoetremafortilirata (E.A. Smith, 1879) ホソシャジク St. 7D 図7-2(死殻）

Horaiclavidae Haedropleura pygmaea (Dunker, 1860) チビシャジク St. 7D 図7-3(死殻）

Horaiclavidae Paradrillia inconstans (E.A. Smith, 1875) イボヒメシャジク St. 7D 図7-4(死殻）

Mangeliidae Guraleus deshayesii (Dunker, 1860) スソチャマンジ St. 7D 図7-5(死殻）

Mangeliidae Pseudorhaphitoma hexagonalis (Reeve, 1845) ムカドケポリクチキレツブ St. 7D 図7-6(死殻）

Pseudomelatomidae Funajeffreysii (E.A. Smith, 1875) モミジボラ St. 7D 

Terebridae Strioterebrumjaponicum (E.A. Smith, 1873) ヒメトクサ St. 7D 

Ringiculidae Ringicula doliaris Gould, 1860 マメウラシマ St. 7D 死殻

Pyramidellidae Agatha virgo A. Adams, 1860 ミガキクチキレ St. 7D 図7-11(死殻）

Lucinidae Lucinoma annulata (Reeve, 1850) ツキガイモドキ St. 8D 

Lucinidae Pegophyse叩 bialata(Pilsbry, 1895) イセシラガイ St. 8D 図4-10(死殻）

Myidae Cryptomya busoensis Yokoyama, 1922 ヒメマスオガイ St. 8D 死殻

Corbulidae Corbula venusta Gould, 1861 クチベニデ St. SD 

Naticidae Cryptonaticajanthostomoides (Kuroda & Habe, 1949) 工ゾタマガイ St. SD 

Calyptraeidae Crepidula onyx Sowerby I, 1824 シマメノウフネガイ St. SD 図7-7

Cancellariidae Sydaphera spengleriana (Deshayes, 1830) コロモガイ St. SD 

Columbellidae Mitrella bicincta (Gould, 1860) ムギガイ St. SD 

Muricidae Boerotrophon candelabrum (Reeve, 1848) ツノオリイレ St. SD 図6-8(死殻）

Clathurellidae Etrema subauriformis (E.A. Smith, 1879) ヌノメシャジク St. SD 死殻

Pseudomelatomidae Funajeffreysii (E.A. Smith, 1875) モミジボラ St. 8D 図7-7

Terebridae Strioterebrumjaponicum (E.A. Smith, 1873) ヒメトクサ St. SD 

Arcidae Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) アカガイ St. 9B 

Lucinidae Lucinoma annulata (Reeve, 1850) ツキガイモドキ St. 9B 

Cardiidae Keenocardium buellowi (Rolle, 1897) イシカゲガイ St. 9B 図4-12(死殻）

Tellinidae Macoma tokyoensis Makiyama, 1927 ゴイサギ St. 9B 図4-14

Veneridae Paratapes undulatus (Born, 1778) イヨスダレガイ St. 9B 図4-18(死殻）

Naticidae Cryptonatica janthostomoides (Kuroda & Habe, 1949) 工ゾタマガイ St. 9B 図6-3a,b 

Calyptraeidae Crepidula onyx Sowerby I, 1824 シマメノウフネガイ St. 9B 

Cancellariidae Sydaphera spengleriana (Deshayes, 1830) コロモガイ St. 9B 図5-lOa (!/-) , b (d') 

Mytilidae Jolya rhomboidea (Reeve, 1857) ツヤガラス St. lOB 図4-3a,b 



─ 26 ─

表６．No．2236航海で確認された軟体動物門リスト（続き２）（同定者　木村 昭一・木村 妙子）

科 学名 和名 採集定点備考

Lucinidae Lucinoma annulata (Reeve, 1850) ツキガイモドキ St. 12D 

Ungulinidae Joannisiella cumingii (Hanley, 1846) シオガマガイ St. 12D 

Cancellariidae Scalptia scalarijormis (Lamarck, 1822) オリイレポラ St. 12D 死殻

Columbellidae Mitrella bicincta (Gould, 1860) ムギガイ St. 12D 

Nassariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. 12D 

Pseudomelatomidae Funajeffreysii (E.A. Smith, 1875) モミジボラ St. 12D 

Raphitomidae Kuroshiodaphnejuscobalteata (E. A. Smith, 1879) ックシフタナシシャジク St. 12D 図7-8(死殻）

Terebridae Strioterebrumjaponicum (E.A. Smith, 1873) ヒメトクサ St. 12D 

Mytilidae Jolya rhomboidea (Reeve, 1857) ツヤガラス St. 13B 

Arcidae Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) アカガイ St. 13B 

Pectinidae Mimachlamys asperulata (A. Adams & Reeve, 1850) ヒナノ l::オウギ St. 13B 死殻

Pinnidae Atrina lischkeana (Clessin, 1891) タイラギ（リシケタイラギ） St. 13B 死殻

Lucinidae Lucinoma annulata (Reeve, 1850) ツキガイモドキ St. 13B 死殻

Lucinidae Pegophysema bialata (Pilsbry, 1895) イセシラガイ St. 13B 死殻

Ungulinidae Joannisiella cumingii (Hanley, 1846) シオガマガイ St. 13B 死殻

Naticidae Glossaulax reiniana (Dunker, 1877) ハナツメタ St. 13B 死殻

Cancellariidae Scalptia scalarijormis (Lamarck, 1822) オリイレポラ St. 13B 死殻

Buccinidae Siphonaliajusoides (Reeve, 1846) トウイト St. 13B 死殻

Buccinidae Volutharpa perryi (Jay, 1857) モスソガイ St. 13B 図6-4(死殻）

Columbellidae Mitre/la bicincta (Gould, 1860) ムギガイ St. 13B 

N assariidae Nassarius multivocus Kool, 2008 ハナムシロ St. 13B 

Muricidae Boerotrophon candelabrum (Reeve, 1848) ツノオリイレ St. 13B 死殻

Pseudomelatomidae Funa jeffreysii (E.A. Smith, 1875) モミジボラ St. 13B 

Terebridae Granuliterebra bathyraphe (E.A. Smith, 1875) イボヒメトクサ St. 13B 死殻

Terebridae Strioterebrumjaponicum (E.A. Smith, 1873) ヒメトクサ St. 13B 

Lucinidae Lucinoma annulata (Reeve, 1850) ツキガイモドキ St. 14B 死殻

Lucinidae Lucino叩 annulata(Reeve, 1850) ツキガイモドキ St. 15B 死殻
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表７．No．2236航海で確認されたメイオベントスリスト
　　　（同定者　藤本 心太）

門 和名 採集定点

Brachiopoda シャミセンガイ類の1種 St. 1B 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St. 1B 

Kinorhyncha 動吻動物の複数種 St. 1B 

Nematoda センチュウ類の複数種 St. 1B 

Arthropoda ダニ類の複数種 St. 1B 

Arthropoda カイアシ類の複数種 St. 1B 

Arthropoda クーマ類の1種 St. 1B 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St. 2B 

Kinorhyncha 動吻動物の複数種 St. 2B 

Nematoda センチュウ類の複数種 St. 2B 

Arthropoda ダニ類の1種 St. 2B 

Arthropoda カイアシ類の複数種 St. 2B 

Chaetognatha ヤムシ類の1種 St. 3B 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St. 3B 

Kinorhyncha 動吻動物の複数種 St. 3B 

Nematoda センチュウ類の複数種 St. 3B 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St.4D 

Kinorhyncha 動吻動物の複数種 St.4D 

Nematoda センチュウ類の複数種 St.4D 

Gastrotricha オビムシ類の1種 St.6D 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St.6D 

Kinorhyncha 動吻動物の複数種 St.6D 

Nematoda センチュウ類の複数種 St.6D 

Arthropoda ダニ類の1種 St.6D 

Arthropoda カイアシ類の1種 St.6D 

Arthropoda 貝形虫類の複数種 St.6D 

Brachiopoda シャミセンガイ類の1種 St. 7D 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St. 7D 

Kinorhyncha 動吻動物の複数種 St. 7D 

Nematoda センチュウ類の複数種 St. 7D 

Arthropoda ダニ類の1種 St. 7D 

Arthropoda カイアシ類の1種 St. 7D 

Platyhelminthes 扁形動物の1種 St. 8D 

Kinorhyncha 動吻動物の1種 St. 8D 

Nematoda センチュウ類の複数種 St. 8D 

Arthropoda ダニ類の1種 St. 8D 

Arthropoda カイアシ類の複数種 St. 8D 

Arthropoda 貝形虫類の複数種 St. 8D 

Kinorhyncha 動吻動物の1種 St. llD 

Nematoda センチュウ類の複数種 St. llD 

PfarvhPlminthPs 扁彰動吻の1師 St 11R 
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表８．No．2236航海で確認された動吻動物門リスト（同定者　山崎 博史）

綱 目 科 種 和名 採集定点備考

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1989) シワヨロイ St. lB 図8-2

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1989 クダモチョロイ St. lB 図8-3

Cyclorhagida Echinorhagata Echinoderidae Echinoderes cf. parahorni Cepeda, S血chez& Pardos, 2019トゲカワムシ属の 1種 St.lB 図8-4

Allomalorhagida Anomoirhaga Dracoderidae Dracoderes abei Higgins & S血 ayama,1990 アベタットゲカワ St.2B 図8-1

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1990) シワヨロイ St.2B 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1990 クダモチョロイ St.2B 

Cyclorhagida Echinorhagata Echinoderidae Echinoderes cf. parahorni Cepeda, S血chez& Pardos, 2019トゲカワムシ属の 1種 St.2B

Allomalorhagida Anomoirhaga Dracoderidae Dracoderes abei Higgins & S血 ayama,1991 アベタットゲカワ St. 3B 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1991) シワヨロイ St. 3B 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1991 クダモチョロイ St. 3B 

Allomalorhagida Anomoirhaga Dracoderidae Dracoderes abei Higgins & Shirayama, 1992 アベタットゲカワ St.6D 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1992) シワヨロイ St.6D 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1992 クダモチョロイ St.6D 

Cyclorhagida Echinorhagata Echinoderidae Echinoderes cf. parahorni Cepeda, S紐chez& Pardos, 2019トゲカワムシ属の 1種 St.6D

Allomalorhagida Anomoirhaga Dracoderidae Dracoderes abei Higgins & Shirayama, 1993 アベタットゲカワ St. 7D 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1993) シワヨロイ St. 7D 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1993 クダモチョロイ St. 7D 

Cyclorhagida Echinorhagata Echinoderidae Echinoderes cf.parahorni Cepeda, Sanchez & Pardos, 2019トゲカワムシ属の 1種 St.7D 

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1994 クダモチョロイ St.8D 

Cyclorhagida Echinorhagata Echinoderidae Echinoderes cf.parahorni Cepeda, Sanchez & Pardos, 2019トゲカワムシ属の 1種 St.8D

Allomalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1994) シワヨロイ St. llD 

Allornalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1994 クダモチョロイ St. llD 

Allornalorhagida Anornoirhaga Dracoderidae Dracoderes abei Higgins & Shirayama, 1994 アベタットゲカワ St.BB 

Allornalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Cristaphyes yushini (Adrianov, 1995) シワヨロイ St.BB 

Allornalorhagida incertae sedis Pycnophyidae Pycnophyes tubuliferus Adrianov, 1995 クダモチョロイ St.BB 

Cyclorhagida Echinorhagata Echinoderidae Echinoderes cf. parahorni Cepeda, S血chez& Pardos, 2019トゲカワムシ属の 1種 St.13B
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表９．No．2236航海で確認された節足動物門リスト（同定者　中島 広喜）

目 科 種 和名 調査定点備考

Harpacticoida ? Harpacticoida fam. sp. ソコミジンコ目の 1種 St.lB トゲツノヤドカリの宿貝より

Decapoda Penaeidae Metapenaeopsis barbata アカエビ St.lB 

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.lB 

Decapoda Alpheidae Alpheus japonicus テナガテッポウエビ St.lB 

Decapoda Hippolytidae Latreutes planirostris ヒラツノモエビ St.lB 

Decapoda Pasiphaeidae Leptochela gracilis ソコシラエビ St.lB 

Decapoda Processidae Processa sp. ロウソクエビ属の 1種 St.lB 

Decapoda Diogenidae Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ SUB 図9-2

Decapoda Galatheidae Galathea orientalis トウヨウコシオリエビ St.lB 

Decapoda Cancridae Roma/eon gibbosulum イボイチョウガニ St.lB 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.lB 

Decapoda Leucosiidae Myra celeris テナガコブシガニ St.lB 

Decapoda Inachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.lB 

Decapoda Portunidae Eodemus hastatoides l::メガザミ St.lB 

Decapoda Portunidae Charybdis (Gonioneptunus) bimaculataフタホシイシガニ St.lB 

Decapoda Portunidae Thalamita sima フタバベニッケガニ St.lB 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ SUB 

Decapoda ？ Harpacticoida fam. sp. ソコミジンコ目の 1種 St.2B 

Decapoda Bopyridae Mesocepon tosizimensis エビヤドリムシ科の 1種 St.2B ジュウイチトゲコブシ鰊腔より，図9-1

Decapoda Penaeidae Metapenaeopsis barbata アカエビ St.2B 

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.2B 

Decapoda Alpheidae Alpheus japonicus テナガテッポウエビ St.2B 

Decapoda Hippolytidae Latreutes planirostris ヒラツノモエビ St.2B 

Decapoda Ogyrididae Ogyrides orientalis ツノメエビ St.2B 

Decapoda Pasiphaeidae Leptochela gracilis ソコシラエビ St.2B 

Decapoda Processidae Processa sp. ロウソクエビ属の 1種 St.2B 

Decapoda Diogenidae Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ St.2B 

Decapoda Cancridae Roma/eon gibbosulum イボイチョウガニ St.2B 

Decapoda Dorippidae Dorippe sinica キメンガニ St.2B 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.2B 

Decapoda Euryplacidae Heteroplax transversa ナガサキキバガニ St.2B 

Decapoda Leucosiidae Arcania heptacantha ナナトゲコプシ St.2B 

Decapoda Leucosiidae Arcania undecimspinosa ジュウイチトゲコブシ St.2B 

Decapoda Leucosiidae Myra celeris テナガコブシガニ St.2B 

Decapoda Inachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.2B 

Decapoda Portunidae Portunus (Portunus) trituberculatus ガザミ St.2B 

Decapoda Portunidae Eodemus hastatoides ヒメガザミ St.2B 

Decapoda Portunidae Charybdis (Gonioneptunus) bimaculataフタホシイシガニ St.2B 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ St.2B 

Stomatopoda Squillidae Oratosquilla oratoria シャコ St.3B 

Decapoda Penaeidae Metapenaeopsis barbata アカエビ St.3B 

Decapoda Penaeidae Penaeus japonicus クルマエビ St.3B 

Decapoda Penaeidae Penaeus monodon ウシエビ St.3B 

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.3B 

Decapoda Goneplacidae Entricoplax vestita ケブカエンコウガニ St.3B 

Decapoda Leucosiidae Arcania heptacantha ナナトゲコブシ St.3B 

Decapoda Leucosiidae Myra celeris テナガコブシガニ St.3B 

Decapoda Inachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.3B 

Decapoda Portunidae Eodemus hastatoides ヒメガザミ St.3B 

Decapoda Portunidae Charybdis (Gonioneptunus) bimaculataフタホシイシガニ St.3B 

Stomatopoda Squillidae Oratosquilla oratoria シャコ St.4D 

lsopoda Bopyridae Bopyridae gen. sp. エビヤドリムシ科の 1種 St.4D ナガサキキバガニより

Decapoda Alpheidae Alpheus digitalis オニテッポウエビ St.4D 

Decapoda Alpheidae Alpheus japonicus テナガテッポウエビ St.4D 
<::...H..f.. 、

□ ゎ-l
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表９．No．2236航海で確認された節足動物門リスト（続き）（同定者　中島 広喜）

目 科 種 和名 調査定点備考

Decapoda Hippolytidae Latreutes planirostris ヒフツノモエビ St.6D 

Decapoda Pasiphaeidae Leptochela gracilis ソコシラエビ St.6D 

Decapoda Processidae Processa sp. ロウソクエビ属の 1種 St.6D 

Decapoda Diogenidae Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ St.6D 

Decapoda Galatheidae Galathea orientalis トウヨウコシオリエビ St.6D 

Decapoda Porcellanidae Porcellanidae gen. sp. カニダマシ科の 1種 St.6D 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.6D 

Decapoda Euryplacidae Heteroplax transversa ナガサキキバガニ St.6D 

Decapoda Leucosiidae Myra celeris テナガコブシガニ St.6D 

Decapoda Inachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.6D 

Decapoda Portunidae Eodemus hastatoides ヒメガザミ St.6D 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ St.6D 

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.7D 

Decapoda Alpheidae Alpheus digitalis オニテッポウエピ St.7D 

Decapoda Hippolytidae Latreutes planirostris ヒラツノモエビ St.7D 

Decapoda Pasiphaeidae Leptochela gracilis ソコシラエビ St.7D 

Decapoda Diogenidae Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ St.7D 

Decapoda Galatheidae Galathea orientalis トウヨウコシオリエビ St.7D 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.7D 

Decapoda Leucosiidae Myra celeris テナガコブシガニ St.7D 

Decapoda Inachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.7D 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ St.7D 

Decapoda Hippolytidae Latreutes planirostris ヒラツノモエビ St.8D 

Decapoda Pasiphaeidae Leptochela gracilis ソコシラエビ St.8D 

Decapoda Processidae Processa sp. ロウソクエビ属の 1種 St.8D 

Decapoda Diogenidae Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ St.8D 

Decapoda Galatheidae Galathea orientalis トウヨウコシオリエビ St.8D 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.8D 

Decapoda Inachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.8D 

Decapoda Parthenopidae Enoplolambrus laciniatus ホソウデヒシガニ St.8D 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ St.8D 

Stomatopoda Squillidae Oratosquilla oratoria シャコ St.9B 

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.9B 

Decapoda Diogenidae Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ St.9B 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.9B 

Decapoda fuachoididae Pyromaia tuberculata イッカククモガニ St.9B 

Decapoda Portunidae Portunus (Portunus) trituberculatus ガザミ St.9B 

Stomatopoda Squillidae Oratosquilla oratoria シャコ St.lOB 

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.lOB 

Decapoda Dorippidae Paradorippe granulata サメハダヘイケガニ St.lOB 

Decapoda Goneplacidae Entricoplax vestita ケブカエンコウガニ St.lOB 

Decapoda Leucosiidae Arcania heptacantha ナナトゲコブシ St.lOB 

Decapoda Portunidae Charybdis (Charybdis) japonica ィシガニ St.lOB 

Stomatopoda Squillidae Oratosquilla oratoria シャコ St.110 

Decapoda fuachoididae Pyromaia tuberculata ィッカククモガニ St.110 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ St.110 

Decapoda Alpheidae Alpheus japonicus テナガテッポウエビ St.12D 

Decapoda Goneplacidae Entricoplax vestita ケブカエンコウガニ St.12D 

Decapoda Pinnotheridae Pinnixa rathbuni ラスバンマメガニ St.12D 

Amphipoda ？ Amphipoda fam. sp. 端脚目の 1種 St.13B 

Cumacea Bodotriidae Eocuma hilgendorfi ，，ヽ リダシクーマ St.13B 

Cumacea Nannastacidae Campylaspis spp. サイヅチクーマ属の複数種 St.13B

Decapoda Penaeidae Trachysalambria curvirostris サルエビ St.13B 

Decapoda Alpheidae Alpheus digitalis オニテッポウエピ St.13B 

Decer吋 2 Diogenidae Diar;e'!eぐ？心!Q叫<ii トゲ'YJヤドナ 1) 'St 13B 
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表10．No．2236航海で確認された棘皮動物門ヒトデ綱リスト（同定者　小林 格）

表11．No．2236航海で確認されたクモヒトデ綱リスト（同定者　松尾 拓己）

表12．No．2236航海で確認されたナマコ綱リスト（同定者　小川 晟人）

表13．No．2236航海で確認されたウニ綱リスト（同定者　松尾 拓己）
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Astropecten scoparius 

Asterias amurensis 

Luidia quinaria 
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Asterias amurensis 

Astropecten scoparius 

Asterias amurensis 

Astropecten scoparius 

Asterias amurensis 

Astropecten scoparius 

Asterias amurensis 

Luidia quinaria 

Astropecten scoparius 

Asterias amurensis 

Luidia quinaria 

Astropecten scoparius 

Luidia quinaria 

Astropecten scoparius 

Luidia q_uinaria 

Ophiuroglypha kinbergi 

Amphioplus japonicus 

Ophiuroglypha kinbergi 

Ophiuroglypha kinbergi 

Amphioplus japonicus 

Ophiuroglypha kinbergi 

Ophiuroglypha kinbergi 

Amphioplus japonicus 

Ophiuroglypha kinbergi 

Ophiuroglypha kinbergi 

成窯；戸t戸戸 戸成三

::::.:::: 

和名

和名

｀ モミジガイ

マヒトデ

スナヒトデ

モミジガイ

マヒトデ

スナヒトデ

モミジガイ

マヒトデ

スナヒトデ

マヒトデ

モミジガイ

マヒトデ

モミジガイ

マヒトデ

モミジガイ

マヒトデ

スナヒトデ

モミジガイ

マヒトデ

スナヒトデ

モミジガイ

スナヒトデ

モミジガイ

スナヒトデ

クシノハクモヒトデ

カキクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

カキクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

カキクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

クシノハクモヒトデ

採集定占
‘’’‘ 

St. 1B 

St. 1B 

St. 2B 

St. 2B 

St. 2B 

St. 3B 

St. 3B 

St. 3B 

St. 6D 

St. 6D 

St. 7D 

St. 7D 

St. 8D 

St. 8D 

St. 9B 

St. 9B 

St. 10B 

St. llD 

St. llD 

St. 13B 

St. 13B 

St. 14B 

St. 14B 

St. 15D 

採集定点

St. 1B 

St. 1B 

St. 2B 

St. 6D 

St. 6D 

St. 7D 

St. SD 

St. SD 

St. 14B 

St. 15D 

旦
図10-3

図10-2

図10-1

備考

図10-4

図10-5



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency true
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /WorkingCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice




